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チアメトキサム（CAS no. 153719-23-4） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 
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○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
チアメトキサムの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、エス

トロゲン作用、アロマターゼ活性促進作用、エストロゲン合成経路かく乱作用を示すことが示唆さ

れた。 

 

(１)ステロイド産生影響 
 Caron-Beaudoin ら(2017)によって、チアメトキサム(Sigma-Aldrich、Pestanal 37924、99%) 0.1、

0.3、３、10μM(=29.2、8.75、875、2,920μg/L)の濃度に 24 時間ばく露した混合培養細胞(ヒト副

腎皮質上皮がん細胞 H295R 及びヒト胎盤絨毛がん細胞 BeWo)への影響が検討されている。そ

の結果として、0.1μM(=29.2μg/L)以上の濃度区でエストリオール産生量の低値、0.1、３、

10μM(=29.2、875、2,920μg/L)の濃度区でエストラジオール産生量の高値、0.3μM(=87.5μg/L)以

上の濃度区でデヒドロエピテストステロン産生量の高値、0.3、10μM(=8.75、2,920μg/L)の濃度

区でエストロン産生量の高値が認められた。なお、アンドロステンジオン産生量、β-ヒト絨毛

性ゴナドトロピン濃度には影響は認められなかった。 

また、チアメトキサム(Sigma-Aldrich、Pestanal 37924、99%)３、10μM(=875、2,920μg/L)の濃

度に 24 時間ばく露したヒト副腎皮質上皮がん細胞 H295R への影響が検討されている。その結

果として、３μM(=875μg/L)の濃度区で CYP3A7 相対発現量の高値が認められた。 

また、チアメトキサム(Sigma-Aldrich、Pestanal 37924、99%) 0.1、0.3、３、10μM(=29.2、8.75、

875、2,920μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト副腎皮質上皮 H295R がん細胞への影響が検討

されている。その結果として、３μM(=875μg/L)以上の濃度区でアロマターゼ比活性の高値が認

められた。 

なお、チアメトキサム(Sigma-Aldrich、Pestanal 37924、99%) 0.1、0.3、３、10μM(=29.2、8.75、

875、2,920μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト胎盤絨毛がん細胞 BeWo への影響が検討され

ているが、アロマターゼ比活性には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン作用、アロマターゼ活性促進作用、エストロゲン

合成経路かく乱作用 

 Caron-Beaudoin ら(2016)によって、チアメトキサム(Sigma-Aldrich、Pestanal 37924、99%) 0.1、

0.3、３、10μM(=29.2、8.75、875、2,920μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト副腎皮質上皮 H295R

がん細胞への影響が検討されている。その結果として、0.1μM(=29.2μg/L)の濃度区で CYP19 

mRNA 相対発現量の高値、0.3、３μM(=8.75、875μg/L)の濃度区でアロマターゼ活性の高値が

認められた。なお、細胞生存率には影響は認められなかった。 
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なお、チアメトキサム(Sigma-Aldrich、Pestanal 37924、99%) 0.1、0.3、３、10μM(=29.2、8.75、

875、2,920μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト臍帯静脈内皮一次細胞 HUVEC への影響が検

討されているが、CYP19 mRNA 相対発現量、アロマターゼ活性細胞生存率には影響は認められ

なかった。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン作用、アロマターゼ活性促進作用、エストロゲン

合成経路かく乱作用 
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（令和元年度第２回 EXTEND2016 化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１より抜粋） 


